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１．はじめに 

 平成 29 年において歩行者対車両の事故は 51,192 件発生しており、同事故の約 8 割は歩行者の道路横断中に

発生している 1)．歩行者対車両の事故のさらなる減少を実現する有効な対策を講じるためには，歩行者対車両

事故の発生要因を解明することが重要である．これまで，歩行者対車両事故の発生要因はドライバーの状況認

知の機能不全が主な要因であるとし，同要因を分析した研究が蓄積されてきた．しかし，依然として歩行者対

車両の事故が少なくない現状を鑑みると，歩行者の道路横断時における状況認知の機能不全要因を明らかにし，

歩行者の安全な道路横断を実現する有効な対策を講じることもまた重要だと考える． 

人間は網膜の中心部 2°程度の限られた領域である中心窩に投影された像により視覚対象を認知している 2）．

そのため，眼球運動及び頭部運動を通じて周囲の環境を中心窩に投影することで状況認知を図っている．ここ

で塩入ら 3)は，頭部の方向と眼球の方向の角度差である眼球角度が増加すると，状況認知能力が低下すること

を報告している．これを踏まえると，道路横断時において歩行者が安全確認をする際に生じる眼球角度が状況

認知能力の低下を招いている可能性がある．そこで本研究では，眼球角度が道路空間の視覚認知に与える影響

を室内実験により検証する． 

 

２．実験概要 

(1) 実験参加者 

実験参加者は，16名（男性13名，女性3名，21.7±1.6歳）であった． 

(2) 道路画像 

SketchUp（Trimble Navigation Limited）を用いて道路CGを作成し，同CGの1/4の範囲に英字を配置した道路画

像を配置した．英字は，標的刺激とした「T」を1個，妨害刺激とした「L」を15個（いずれも白色,視角1.3°×

1.3°）により構成され，位置及び向きをランダムに配置した．道路画像は，10種類の道路CG，4種類の英字配

置位置，4種類の標的刺激の位置を組み合わせ，計160画像作成した．提示した道路画像の一例を図-1に示す．

道路画像は縦139cm×356cmのスクリーンに提示し，Tobii Pro Lab（Tobii AR社）により提示を制御した． 

 

 

図-1 道路画像の一例 

 

(3) 手続き 

 実験参加者はスクリーンの前に直立し，キーボードの「→」と「←」のキーに指を置き，反応するように要

請された．1試行は以下の手順に従い実施した．まず，凝視点を提示し，凝視点の消失後すぐに道路画像を提示

した．実験参加者の課題は道路画像内にある標的刺激の「T」を検出し，可能な限り素早く「T」の傾きをキー
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押しにて（右に90°傾いていれば「→」，左に90°傾いていれば「←」）回答することであり，標的刺激を検出

した時刻を記録するとともに，ジャイロセンサー（加速度ロガー，ユーティリティ社）により頭部の方向，ア

イトラッカー（Tobii Pro nano，Tobii AR社）により眼球の方向を計測した． 

(4) 分析 

 本研究では，実験参加者が外界より有効に視覚情報を得られる有効視野内に標的刺激が参入した時刻以降を

分析対象とし，実験参加者が標的刺激を認知するのに要した「認知時間」を視覚認知の指標とし，式（1）にて

モデル化することで，眼球角度が視覚認知に与える影響を明らかにする．ここで，標的刺激の認知の開始は視

線速度の減少開始時刻と仮定のもと分析対象内の最大視線速度を記録した時刻を認知開始時刻，実験参加者が

キーを押した時刻からキーを押すのに要した時間を差し引いた時刻を認知終了時刻とし，認知開始時刻から終

了時刻までを認知時間とした．眼球角度は，認知開始時刻の眼球角度及び認知時間内の眼球角度の標準偏差と

した． 

              (1) 

:実験参加者 の認知時間(秒) 

:実験参加者 の認知開始時刻の眼球角度(°) 

: 実験参加者 の認知時間の平均眼球角度 (°) 

:試行 の認知時間内の眼球角度の集合 

未知パラメータ 

 

３．結果と考察 

 分析結果を表-1に示す．認知開始時刻の眼球角度及びは認知時間内の標準偏差がいずれも認知時間に有意な

影響を与えることを確認した．パラメータの符号は正であり，眼球角度が大きくなると，また認知時間内の眼

球角度のばらつきが大きくなると認知時間が増加することを示す． 

 

表-1 重回帰分析の結果 

説明変数 偏回帰係数 t値

認知開始時刻の眼球角度（°） 0.0031 3.43**

認知時間内の眼球角度の標準偏差（°） 0.0026 4.76**

定数項（秒） 0.43 30.3**

データ数
R２

**：p<0.01

3416
0.020

 

 

４．おわりに 

 本研究では，眼球角度が道路空間内における視覚認知に与える影響を室内実験により検討した．実験の結果，

眼球角度の増加及び眼球角度のばらつきの増加が道路空間における視覚認知に影響を与えることを示した．以

上のことは，道路横断時に頭部の方向と視線の方向を一致させ安全確認をするように指導することで交通事故

減少につながる可能性を示していると考える. 
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